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参考図名称

　仮設計画図（1）～（5）

　交通規制工　詳細図（1）～（2）

【氷取沢高架橋】

　橋梁一般図（1）～（2）

　断面修復工　詳細図（1）～（3）

　検査路撤去再設置工　詳細図（1）～（2）

　伸縮装置補修工　詳細図（1）～（2）

　付帯工　詳細図

　伸縮装置補修工　詳細図（1）～（2）

　交通規制工（1）～（4）

　交通保安要員配置図（1）～（4）

　立入防止柵撤去設置工　詳細図

　伸縮装置補修工　詳細図（1）～（2）

　交通保安要員配置図

【三ツ沢ランプ橋】

　橋梁一般図

　位置図（1）～（2）

　数量総括表

【東山田高架橋】

　橋梁一般図

　鋼桁補修工　詳細図（1）～（2）
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数　量　総　括　表

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

数　量　総　括　表

-

15-（10） 17-(29) 17-(37)

防護柵撤去設置工 断面修復工 検査路撤去再設置工

ガードレール
Ａ

一般型非積雪地用
ネットフェンス

Ａ

ポールＡ
（Ｈ＝６５０mm）

ポールＡ
（Ｈ＝８００mm） Ａ１（夜） Ａ（夜）

路肩規制
Ａ１

路肩規制
Ａ２

車線規制
Ａ１（夜）

車線規制
Ａ２（夜）

ｍ ｍ ｍ 基 基 L t 回 回 回 回

- - 5.7 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - -

0.0 0.0 5.7 0 0 0.0 0.000 0 0 0 0

- - - 1 1 - - - - - -

8.0 8.0 - 12 7 - - - - - -

- - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - -

8.0 8.0 0.0 13 8 0.0 0.000 5 2 0 0

- - - - - 1043.9 0.801 - - - -

- - - - - 605.8 0.577 - - - -

- - - - - 546.0 - - - - -

0.0 0.0 0.0 0 0 2195.7 1.378 0 0 58 7

8.0 8.0 5.7 13 8 2195.7 1.378 5 2 58 7

特-( 1)
コンクリートはつり工

交通監視員
Ａ１

交通監視員
Ａ１（夜）

交通誘導警備員
Ａ１

交通誘導警備員
Ａ１（夜）

交通誘導警備員
Ｂ１

交通誘導警備員
Ｂ１（夜）

Ａ（夜）
当て板補修

Ａ
当て板補修

Ｂ
当て板補修

Ｃ
当て板補修

Ｄ
人・日 人・日 人・日 人・日 人・日 人・日 ｍ3 箇所 箇所 箇所 箇所

- - - - - - - 1 - - -

- - - - - - - - 1 - -

0 0 61 0 6 0 0.000 1 1 0 0

- - - - - - - - - 1 -

- - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - -

67 13 0 13 6 17 0.000 0 0 1 1

- - - - - - 0.238 - - - -

- - - - - - 0.139 - - - -

- - - - - - 0.125 - - - -

0 0 0 0 0 0 0.502 0 0 0 0

67 13 61 13 12 17 0.502 1 1 1 1

特-( 4)

標識板撤去設置工
当て板補修

E
当て板補修

Ｆ
部材取付

Ａ
部材取替

Ａ
溶接補修

A
Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ（夜） Ａ

箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 ｍ2

- - - - - 1 - - - -

- - - - - 1 - - - -

0 0 0 0 0 2 0 0 0 0.0

- - - - 1 - 1 - - -

- - - 1 - - - - - 3.2

- - 1 - - - - 1 - -

1 1 - - - - - - - -

1 1 1 1 1 0 1 1 0 3.2

- - - - - - - - 1 -

- - - - - - - - 1 -

- - - - - - - - 1 -

0 0 0 0 0 0 0 0 3 0.0

1 1 1 1 1 2 1 1 3 3.2
合計

氷取沢高架橋
上

P1

P2

P5

氷取沢高架橋 計

三ツ沢ランプ橋
下

P5

P5-P6

P6

P6-A2

三ツ沢ランプ橋 計

備考
鋼桁補修工

東山田高架橋
上

P7

P8

東山田高架橋 計

伸縮装置補修工

特-( 3)

合計

橋梁名
上下線
区分

橋脚

特-( 2)

氷取沢高架橋
上

P1

P2

P5

氷取沢高架橋 計

三ツ沢ランプ橋
下

P5

P5-P6

P6

P6-A2

三ツ沢ランプ橋 計

備考
交通保安要員 鋼桁補修工

東山田高架橋
上

P7

P8

東山田高架橋 計

特-( 2)

合計

橋梁名
上下線
区分

橋脚

19-( 2)

氷取沢高架橋
上

P1

P2

P5

氷取沢高架橋 計

三ツ沢ランプ橋
下

P5

P5-P6

P6

P6-A2

三ツ沢ランプ橋 計

備考
立入防止柵撤去設置工 車線分離標撤去設置工 交通規制工

東山田高架橋
上

P7

P8

東山田高架橋 計

橋梁名
上下線
区分

橋脚

15-（11） 16-(22) 19-( 1)
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東山田高架橋
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(17.158)

16.719
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(645.2)(4@3266.7=13066.8) (597.4)
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DL=0.000

1
2
0
0
0

1
0
5
0
0

5
0
0

1
0
0
0

9018

2084
P4

1
2
0
0
0

1
0
5
0
0

5
0
0

1
0
0
0

9041

2009
P5

1
2
0
0
0

1
0
5
0
0

5
0
0

1
0
0
0

9076

2016
P6

F M

300
150

300
39250

300
150

300
39250

300
150

300
39250

40000(CL) 40000(CL) 40000(CL)

600000

1
2
0
0
0

1
0
5
0
0

5
0
0

1
0
0
0

9118

2086
P7

1
3
0
0
0

1
1
5
0
0

1
5
0
0

9164

2086
P8

1
3
0
0
0

1
1
5
0
0

9212

2047
P9

5
0
0

1
0
0
0

1
3
0
0
0

1
1
5
0
0

9258

2057
P10

5
0
0

1
0
0
0

300
150

300
39250

300
150

300
39250

300

150

300
39250

300

150

300

40000(CL) 40000(CL) 40000(CL)

F M F M F M F M F M F M

G.L

P7：伸縮装置補修工 P8：伸縮装置補修工

P7：鋼桁補修工 P8：鋼桁補修工

S=1:500

P8：鋼桁補修工

S=1:250

16.300
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(16.873)
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(16.449)
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P7：鋼桁補修工
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平　面　図 S=1:500

P7：伸縮装置補修工 P8：伸縮装置補修工

至　東京

至　横浜

至　東京

至　横浜

単純鋼鈑桁 単純鋼鈑桁 単純鋼鈑桁 単純鋼鈑桁 単純鋼鈑桁単純鋼鈑桁

P7：伸縮装置補修工 P8：伸縮装置補修工

P7：鋼桁補修工

P8：鋼桁補修工

P4

P5

P6 P7 P8 P9
P10

P8P7

当て板補修A

当て板補修B

A A

当て板補修A

当て板補修A 当て板補修B

当て板補修B

AA

AA

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

橋梁一般図

図　示

株式会社櫻エンジニアリング

4     39

4 / 39

mailto:4@3266.7
mailto:4@3279.9


位　置　図

断　面　図 S=1:20

A-A

側　面　図 S=1:20

損 傷 図

側　面　図 S=1:20断　面　図 S=1:20

補 修 図

1：補修箇所は、必ず現場実測確認の上で施工を行うこと。

2：施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び寸法・数量を確認の上行うこと。

<注記>

3：ブラスト（ケレン）によるさびやケレンダストを飛散させないよう防護設備を設置すること。P7
P8

B-B

主桁ｳｪﾌﾞに減肉　一部孔食

垂直補鋼材に減肉　一部孔食
主桁ｳｪﾌﾞに減肉　一部孔食

当て板補修A　1箇所

P7橋脚上

h=60mm,L=800mm

当て板補修A

当て板補修A

平　面　図 S=1:20

A

A
h=50mm,L=400mm
垂直補鋼材に減肉　一部孔食

B

B
当て板補修A

当て板補修A

S=1:200

境界部詳細図

SM490B SS400

SM400A

塗装塗替範囲

施 工 手 順

当て板補修A

開　　始

補修部塗膜除去

腹板・フランジ孔開け

損傷部不陸整正

高力ボルト本締

シール施工

塗替塗装

補強部材取付範囲+50mm

補修範囲を金属パテで補修する。

添接部材周囲の隙間を

損傷箇所のケレン 添接部材周辺のケレン作業

添接部材組付け

終　　了

の塗膜を除去する。

を行う。

金属パテでシールする。

6

6
※

桁接触面は平に
仕上げること。

1

2
3

5

6

4

※

仕上げること。
桁接触面は平に

6

6

※

※

〇シール工

L1+L2=6584mm

L1=(182+195+292+182+195+292)×2=2676mm
L2=(195+182+600+195+182+600)×2=3908mm

　①下フランジ部

　2-PL 195x22x292(SM400A)

　4-Bolt M22x80(S10T)

　②垂直補剛材部

　2-PL 195x16x160(SM400A)

　4-Bolt M22x85(S10T)

　③ウェブ部

　2-PL 160x11x276(SM490B)

　3-Bolt M22x70(S10T)

④下フランジ部

2-PL 195x22x600(SM400A)

16-Bolt M22x80(S10T)

⑤垂直補剛材部

2-PL 195x16x160(SM400A)

⑥ウェブ部

2-PL 160x11x584(SM490B)

6-Bolt M22x70(S10T)

塗装塗替範囲

当て板補修A

塗装塗替範囲

a部

b部

a部 詳細図 S=1:10 b部 詳細図 S=1:10

有機ジンクリッチペイント

変性エポキシ樹脂塗料

ふっ素樹脂塗料用中塗

素地調整程度4種

既存塗膜端の処理は既存塗膜の
下塗を極力出さないようにする
（工具を寝かせ過ぎない）

既存塗膜

ふっ素樹脂塗料上塗

補強部材

素地調整程度1種

10mm程度

既設部材

50 50
50mm程度

新塗膜範囲

4：補強部材の現場塗装仕様は高力ボルト接合部はF3系及び高力ボルト頭部はF11系とする。

（厚膜形含む）

（F3系は除く）

鋼　桁　補　修　工　　詳　細　図（1）

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

鋼桁補修工　詳細図（1）

図　示

株式会社櫻エンジニアリング

区　分 単　位 数　量 備　考

当て板補修A 箇所 1

【鋼桁補修工　数量表】
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位　置　図

断　面　図 S=1:20 側　面　図 S=1:20

損 傷 図 補 修 図

開　　始

施 工 手 順

補修部塗膜除去

腹板・フランジ孔開け

高力ボルト本締

シール施工

補強部材取付範囲+50mm

添接部材周囲の隙間を

添接部材組付け

終　　了

凡例

ボルト外面(増し塗り部)

J

K

F2

E1

F

F1

増し塗り部(当て板部)

増し塗り部(既設部)

増し塗り部(周辺部)

摩擦接合面

1種ケレン

☆

記号 塗装系

(当て板部)

☆ ☆

J

K

(既設部)

［FILL PL]

F
(当て板部)

[LFLG]
F1

［FILL PL]

F2
(周辺部)

E1
(ボルト部)

J

F

5
0

［WEB]

1：補修箇所は、必ず現場実測確認の上で施工を行うこと。

2：施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び寸法・数量を確認の上行うこと。

<注記>

3：ブラスト（ケレン）によるさびやケレンダストを飛散させないよう防護設備を設置すること。

の塗膜を除去する。

金属パテでシールする。

当て板補修B

P9
P8

断　面　図 S=1:20 側　面　図 S=1:20

A-A B-B

塗装塗替範囲

主桁ｳｪﾌﾞに減肉　一部孔食

主桁ｳｪﾌﾞに減肉　一部孔食
当て板補修B　1箇所

P8橋脚上

h=50mm,L=250mm

B

B

1
8
0
0

400

当て板補修B

1
8
0
0

A

A

h=50mm,L=250mm
主桁ｳｪﾌﾞに減肉　一部孔食

塗装塗替範囲

11

S=1:200
2

4

3

1

29
2

29
2

2
2

195

1111

5
0

250

　①下フランジ部

　1-PL 195x22x292(SM400A)

　2-Bolt M22x80(S10T)

　②垂直補剛材部

　1-PL 195x16x150(SM400A)

　2-Bolt M22x85(S10T)

　③ウェブ部

　1-PL 150x11x276(SM490B)

　3-Bolt M22x70(S10T)

　

1
7
2

損傷箇所のケレン 添接部材周辺のケレン作業
を行う。

損傷部不陸整正 補修範囲を金属パテで補修する。

SM490B

SM400A

50
76
100

50

16

2
2 7
57
5

5
0

1
5
0

292

16

平　面　図 S=1:20

1111

50

5
0

1
1 1
1

1
1

400

4
0
0

16

6
6 ※

桁接触面は平に
仕上げること。

※

仕上げること。
桁接触面は平に

6
6

※

※

仕上げること。
桁接触面は平に※

6
6※

5
0

7
5

7
5

2
2

SS400

塗替塗装

16

1
5
0

27
6

50

2
2

195

184

508450

1
5
0

4
2
6

1
9
5

8
4 5
0

1
8
4

a部

b部

a部 詳細図 S=1:10 b部 詳細図 S=1:10

11

50 76 100 5016

2
2

7
5

7
5

1
5
0

292

8

1111

7
5

7
5

2
2

2
2

195

184

508450

1
5
0

6 6

6 6 6

6

6 6

6 6 6

6

　④ウェブ部(背面)

　1-PL 172x11x292(SM490B)

〇シール工

　L1=172+195+292+172+195+292=1318mm

　L2=172+292+172+292=928mm

　L1+L2=2246mm

境界部詳細図

有機ジンクリッチペイント

変性エポキシ樹脂塗料

ふっ素樹脂塗料用中塗

素地調整程度4種

既存塗膜端の処理は既存塗膜の
下塗を極力出さないようにする
（工具を寝かせ過ぎない）

既存塗膜

ふっ素樹脂塗料上塗

補強部材

素地調整程度1種

10mm程度

既設部材

50 50
50mm程度

新塗膜範囲

補強部材

（厚膜形含む）

（F3系は除く）

4：補強部材の現場塗装仕様は高力ボルト接合部はF3系及び高力ボルト頭部はF11系とする。

鋼　桁　補　修　工　　詳　細　図（2）

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

鋼桁補修工　詳細図（2）

図　示

株式会社櫻エンジニアリング

区　分 単　位 数　量 備　考

当て板補修B 箇所 1

【鋼桁補修工　数量表】
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路盤

表層

基礎材

基礎ブロック（□200×450）

掘削線

a部詳細

t= 50

t=250

（再生密粒度Asmax20）

（切込砕石又は切込砂利） （切込砕石又は再生クラッシャーラン_□300,t=100）

立入防止柵撤去設置工　詳細図

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

立入防止柵撤去設置工　詳細図

区　分 単　位 数　量 備　考

ネットフェンス　A ｍ 5.7 支柱間

平　面　図

【立入防止柵撤去設置工　数量表】
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標準ウエブ遊間

最大ウエブ遊間

最小ウエブ遊間

+15℃時

-10℃時

+40℃時

150㎜

164㎜

136㎜

上り線P7橋脚

  S=1:10乾式止水材詳細図

20

80
10

1
10
.2

0
.2

90

0.2 190 0.2

20 150 20

支持金具設置範囲 14580 4218

乾式止水材なり寸法 14141

154 154

100 14440 100

254乾式止水材水平寸法 14132254

14640(伸縮ウエブ上)

30 止水ゴム設置範囲 14580 30

14640(伸縮中心上)

a
15
=1
50

81°

81°

30
1
00

1
00

30

1
10 30

A

A

B

B

154 154

100 14440 100

254乾式止水材水平寸法 14132254

14640(伸縮ウエブ上)

乾式止水材なり寸法 14141

30
1
00

1
00

30

  S=1:10
P6側 P8側

車道部

A - A
P6側 P8側

地覆部

  S=1:10B - B

30

1
10

a15=150

a15=150

25

PL 150x6

80

20

PL 32x6

BOLT M12x40

STUDBOLT M12x30

6
2

80

5525

35

内
R6

支持金具詳細図   S=1:10止水ゴムパッキン詳細図

162

61506

R7
5

R3

1
31

50
75

6

20
10

20
10

端部ジャバラ蓋詳細図
止水ゴム両端部に設置

  S=1:10継手部詳細図
排水パイプ　

50Ax300(CR)

排水パイプ詳細図

50A用（SUS304）

50A用（SUS304）

50A用（EPDM）φ60

3
00

1
00

70

1
00

70

154

30 40 70

排水用防塵フォーム詳細図

[製作幅=最大遊間+10=174]

(ポリウレタンフォーム)

24

24

24

154 24

178

1
74

(
製
作
幅
)

防塵フォーム詳細図

[製作幅=最大遊間+10=54]

(ポリエチレンフォーム)

10351

154

1
00 30
70

a15=30

24

154 24

178

54

(
製
作
幅
)

  S=1:20乾式止水材端部詳細図

1414124

2414141

14141

14165

1
90

(
製
作
幅
)

 1-乾式止水材 14165

 2-防塵フォーム 174× 70×178

 2-防塵フォーム  54×100×178

 2-漏水防止材 50×10×14580

   支持金具設置延長 L=14580

n=2

n=2

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13 P14 P15

配 置 図

 1-止水ゴムパッキン 14580(CR)

 2-端部ジャバラ蓋 

 1-排水パイプ 50A× 300(CR) [止水ゴム付]

 1-排水パイプ 50A×3000(PVC)[導水用]

 1-排水パイプ継手管     50A用

 2-排水パイプ継手バンド 50A用

 3-排水パイプ固定金具   50A用

 1-排水パイプカフス     50A用(EPDM)

[排水用]

50Ax300(CR)

1
00

70

1
00

70

1
10 30

10 10

25

P6側

P8側

P8側

P6側

42 支持金具設置範囲 14580 18

A

A

A

A

B

B

B

B

B

B

  S=1:10

  S=1:10

S = 1:50断　面　図（P8側）

S = 1:50平　面　図（P7）

S = 1:50断　面　図（P6側）

【伸縮装置補修工　A（P7）　材料数量】

1. 特記なき鋼材の材質は全てSS400とする。

3. ゴム板の導水用排水パイプの流末処理方法は協議の上決定す

   ること。

5. 施工及び部材製作に際しては現地調査を行ない、本図面との

   照合を行なうこと。

2. SS材は溶融亜鉛メッキ処理を施す。膜厚は

   JIS H 8641 HDZT77とする。ただしボルト類はHDZT49とする。

   部材面にはそれらの施工の前にプライマー(0.2kg/m2)を塗布

4. 接着剤(t=3)に接する両部材面及び各種シーリングに接する

   すること。

   現地調査の結果、コンクリート面に不陸や欠損がある場合、

   あるいは桁遊間内の既設物の設置状況によっては施工不可とし、

   別途止水構造を検討するものとする。

6. 新設するナットは、ゆるみ止めナットを使用すること。

伸縮装置補修工　詳細図(１)

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

伸縮装置補修工　詳細図(１)

図　示

区　分 単　位 数　量 備　考

A 箇所 1

【伸縮装置補修工　数量表】

P7
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標準ウエブ遊間

最大ウエブ遊間

最小ウエブ遊間

+15℃時

-10℃時

+40℃時

150㎜

164㎜

136㎜

上り線P8橋脚

乾式止水材なり寸法 14215

乾式止水材なり寸法 14215

30 止水ゴム設置範囲 14654 30

14714(伸縮中心上)

a
15
=1
50

29

29

50Ax300(CR)

155

100 14514

乾式止水材水平寸法 14204255

14714(伸縮ウエブ上)

100

255

155

155

100 14514

乾式止水材水平寸法 14204255

14714(伸縮ウエブ上)

100

255

155

1
10 30

A

A

1
00

70

1
00

30

1
00

70

1
00

B

B

30
1
00

30
1
00

1
00

30

1
00

70

1
00

70
1
00

1
10 30

  S=1:10
P7側 P9側

車道部

A - A
P7側 P9側

地覆部

  S=1:10B - B

30

1
10

a15=150

a15=150

25

PL 150x6

80

20

PL 32x6

BOLT M12x40

STUDBOLT M12x30

6
2

80

5525

35

内
R6

支持金具詳細図   S=1:10止水ゴムパッキン詳細図

162

61506

R7
5

R3

1
31

50
75

6

20
10

20
10

端部ジャバラ蓋詳細図
止水ゴム両端部に設置

  S=1:10継手部詳細図
排水パイプ　

50Ax300(CR)

排水パイプ詳細図

50A用(EPDM)φ60

3
00

a15=30

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11 P12 P13 P14 P15

配 置 図

  S=1:10乾式止水材詳細図

20

80
10

1
10
.2

0
.2

90

0.2 190 0.2

20 150 20

155

30 40 70

排水用防塵フォーム詳細図

[製作幅=最大遊間+10=174]

(ポリウレタンフォーム)

29

155 29

184

1
74

(
製
作
幅
)

防塵フォーム詳細図

[製作幅=最大遊間+10=54]

(ポリエチレンフォーム)

10451

155

1
00 30
70

29

155 29

184

54

(
製
作
幅
)

  S=1:20乾式止水材端部詳細図

1421529

2914215

14215

14244

1
90

(
製
作
幅
)

n=2

n=2

 1-乾式止水材 14244

 2-防塵フォーム 174× 70×184

 2-防塵フォーム  54×100×184

 2-漏水防止材 50×10×14654

 1-止水ゴムパッキン 14654(CR)

 2-端部ジャバラ蓋 

 1-排水パイプ 50A× 300(CR) [止水ゴム付]

 1-排水パイプ 50A×3000(PVC)[導水用]

 1-排水パイプ継手管     50A用

 2-排水パイプ継手バンド 50A用

 3-排水パイプ固定金具   50A用

 1-排水パイプカフス     50A用(EPDM)

[排水用]

10 10

25

P7側

P9側

P9側

P7側

16 支持金具設置範囲 14654 44

44 支持金具設置範囲 14654 16

79°

79°

   支持金具設置延長 L=14654

S = 1:50断　面　図（P9側）

S = 1:50平　面　図（P8）

S = 1:50断　面　図（P7側）

  S=1:10

  S=1:10

A

A

A

A

B

B

B

B

B

B

【伸縮装置補修工　A（P8）　材料数量】

50A用(SUS304)

50A用(SUS304)

1. 特記なき鋼材の材質は全てSS400とする。

3. ゴム板の導水用排水パイプの流末処理方法は協議の上決定す

   ること。

5. 施工及び部材製作に際しては現地調査を行ない、本図面との

   照合を行なうこと。

2. SS材は溶融亜鉛メッキ処理を施す。膜厚は

   JIS H 8641 HDZT77とする。ただしボルト類はHDZT49とする。

   部材面にはそれらの施工の前にプライマー(0.2kg/m2)を塗布

4. 接着剤(t=3)に接する両部材面及び各種シーリングに接する

   すること。

   現地調査の結果、コンクリート面に不陸や欠損がある場合、

   あるいは桁遊間内の既設物の設置状況によっては施工不可とし、

   別途止水構造を検討するものとする。

6. 新設するナットは、ゆるみ止めナットを使用すること。

伸縮装置補修工　詳細図(２)

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

伸縮装置補修工　詳細図(２)

図　示

区　分 単　位 数　量 備　考

A 箇所 1

【伸縮装置補修工　数量表】

P8
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【２】市道東山田第337号線（上り線　Ｐ７～Ｐ８　施工時）通行止め

【１】県道102号荏田綱島線　資機材搬入ゲート（東山田スポーツ会館入口）　（上り線　Ｐ７～Ｐ８　施工時）

-

交通保安要員配置図

：交通誘導警備員

：規制範囲

凡例

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

交通保安要員配置図

交通誘導警備員A1

必要人数

交通誘導警備員A1

交通保安要員　数量　

規制箇所
合計項目

１回当たり(人・日)

1

規制回数

必要人数

交通誘導警備員A1

交通保安要員　数量　

規制箇所
合計項目

１回当たり(人・日)

1

規制回数

交通誘導警備員B1

交通誘導警備員B1

交通誘導警備員B1
東山田３３７

東山田３３２

交通誘導警備員A1

東山田３３７

東山田３３２

県
道
１
０
２
号
線

民
家
入
口

民
家
入
口

東山田スポーツ会館

東山田スポーツ会館

県
道
１
０
２
号
線

3交通誘導警備員B1

59 59

2

2

2

6

-
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三ツ沢ランプ橋



33.8 33.4

35.5

33.7

Ｅランプ
32.7

37.1
42.2

34.1

Ｈランプ

32.2

39.6

35.5

35.3

37.2

40.7

34.5

32.7

32.5

Ｂランプ

41.3

38.5

41.1

40.6

41.3

42.7

41.4

39.6

41.3

33.3

44.1

Iランプ

25.1

29.8

駐

車

場

三ツ沢ＩＣ橋

岡
沢
橋

DL  10.0

平面図 S=1:1500

5
06
3

8
21
0

1
33
7
3

8000

4000

40
00

60
00

10000

4000

40
0 0

65
0 0

6500

4000

10000 11500

2000

7500

132
00

750
0

108
00

AL1 PL1

PL2
PL3

PL4

PL5

PL6

AL2

40
00

80
00 1
28
0
0

1
60
0

12
70
0

13
20
0

18
66
2

19
43
0

場所打ち杭,φ1000 

1
7
0
0

9
4
9
6

1
1
1
9
6

11500
場所打ち杭,φ1000 

2
0
0
0

9
5
8
0

1
1
5
8
0

場所打ち杭,φ1000 

7500

50 40 30 20 10

M18T.P+32.16

M19

T.P
+31

.26

10 20 30 40 50

M20

T.P
+29

.88

10 20 30 40 50
50 40 30 20 10

M21T.P+31.92

50 40 30 20 10

M22T.P+38.37

AL1 PL1 PL2
PL3 PL4 PL5 PL6

9
7
1
2

1
4
0
01
1
1
1
2

7500
場所打ち杭,φ1000 

AL2
36.607

37.873

38.905 39.743
40.381 41.004

41.314<41.315>

41.339

2
6
8
1

5
2
0
0

1
8
0
0

9
6
8
1

8000

100 300 32800(32361)

33550(33111)

鋼単純合成鈑桁

L=14.100m,n=36本 場所打ち杭,φ1000 

9
8
0
0

2
9
0
01
2
7
0
0

13200

300
100

300 32800(31522) 300
100

300 30300(28618)300(301)
100

250 29400(27892) 250
100

300(301) 42300(40792) 300
100

300 39300(38918) 300
100

300 39300(39664) 300
50

33500(32222) 31000(29319) 30000(28493) 43000(41493) 40000(39618) 40000(40414)

側面図 S=1:1500

10000 1
4
0
0
3
6
4
5

6500

1
5
0
0
5
1
8
3

場所打ち杭,φ1000 

場所打ち杭,φ1000 

1
6
0
07
3
0
0

8
9
0
0

11000

5
0
4
5

6
6
8
3

<40.580>

( )内の数値はL2線上の寸法を示す。

AF

L4上
L4上

L4上 L4上
L4上 L4上

G3上<G1上>

G3上<G1上>

P5:鋼桁補修工

(16
.15

0KP
)

No.
10+

5.4
91

STA

(16
.18

4KP
)

(16
.21

7KP
)

(16
.24

8KP
)

(16
.27

8KP
)

(16
.36

1KP
)

(16
.40

1KP
)

(16
.32

1KP
)

No.
8+1

2.4
66

STA
No.

7+0
.17

3

STA
No.

5+1
0.8

82

STA
No.

4+2
.44

2

STA
No.

2+0
.85

5

STA No.
0+1

.23
3

STA

(No
.20

+11
.00

0)

STA

(No
.18

+11
.00

0)

P5:伸縮装置補修工

P6-A2間:鋼桁補修工

B

当て板補修C
溶接補修A

当て板補修F

P6-A2間:鋼桁補修工
当て板補修E

P5-P6間:鋼桁補修工
部材取替A

P6:伸縮装置補修工

P6:鋼桁補修工
当て板補修D
部材取付A

B

4
5
0
0

2
5
0
0

4
5
0
0

4
5
0
0

P5:鋼桁補修工
溶接補修A

P6:伸縮装置補修工

P6-A2間:鋼桁補修工

P6-A2間:鋼桁補修工

P5:鋼桁補修工

P6:鋼桁補修工

P5-P6間:鋼桁補修工

当て板補修C

当て板補修D
部材取付A

部材取替A

B

P5:伸縮装置補修工
B

当て板補修E

当て板補修F

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

橋　梁　一　般　図

橋梁一般図

信和設計株式会社

図　示
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A

A

現況図

G1主桁

断面図

A - A

側面図

平面図

下フランジ

G2側外側

290

P6L側P4L側

G2側

外側

溶接部の疲労き裂 主桁ウェブ
溶接部の疲労き裂 主桁ウェブ

溶接部の疲労き裂 主桁ウェブ

290

開　　始

塗替塗装

溶接補修

溶接補修A

き裂補修完了

補修部塗膜除去

事前調査(磁粉探傷試験) 

B

B

補修図

G1主桁

断面図

B - B

側面図

平面図

下フランジ

G2側外側 P6L側P4L側

G2側

外側

塗替塗装範囲 塗替塗装範囲

50
50

50

290

G6

G5

G4

G3

G2

G1

S11
C28

C29 C30 C31 C32 C33 C34 S12

ST

配置図
溶接部の疲労き裂 主桁ウェブ

50 9
50

50

ビード切削

現場完全溶込

50
50

F.P
ビード切削

現場完全溶込

塗替塗装範囲

290

  板コバ部は、仕上げ要領図に倣い滑らかに仕上げること。
3.下フランジ上面の腐食減厚による凹凸部の際は、
  仕上げ要領図に倣い滑らかに仕上げること。
4.実際の製作・施工寸法は、本図面を基に現場実測結果と
  照合した上で決定すること。

2.ガス切断及びグラインダー仕上げ時、また腐食が著しい
注） 1.補修塗装仕様は、c-3系とする。

角部：2R相当

滑らかに仕上げる

減厚凹部

滑らか仕上げ

⇒

グラインダー等による

腐食減厚による凹凸部の際はグラインダー等により

滑らかに仕上げること。

下フランジ上面の仕上げについて

板コバ部

フランジ上面の凹凸部

仕上げ要領

溶接補修A　1箇所

P5 P6

P5橋脚上

29

45°

290

F.P
29

45°

290

溶接補修A　１箇所

施　工　手　順

【素地調整程度凡例】

4種

1種

終　　了

補修箇所のケレン

補修部範囲+50mmの塗膜を
除去する。

補修部周辺のケレン作業
を行う。

鋼桁補修工　詳細図（1）

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

鋼桁補修工　詳細図（1）

信和設計株式会社

図　示

区　分 単　位 数　量 備　考

溶接補修A 箇所 1

【鋼桁補修工　数量表】
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位　置　図

断　面　図 S=1:20

A-A

側　面　図 S=1:20

A

A

1
8
0
0

損 傷 図

B-B

側　面　図 S=1:20断　面　図 S=1:20

補 修 図

開　　始

施 工 手 順

補修部塗膜除去

腹板孔開け

高力ボルト本締

シール施工

補強部材取付範囲+50mm

添接部材周囲の隙間を

添接部材組付け

終　　了

凡例

ボルト外面(増し塗り部)

J

K

F2

E1

F

F1

増し塗り部(当て板部)

増し塗り部(既設部)

増し塗り部(周辺部)

摩擦接合面

1種ケレン

☆

記号 塗装系

(当て板部)

☆ ☆

J

K

(既設部)

［FILL PL]

F
(当て板部)

[LFLG]
F1

［FILL PL]

F2
(周辺部)

E1
(ボルト部)

J

F

5
0

［WEB]

1：補修箇所は、必ず現場実測確認の上で施工を行うこと。

2：施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び寸法・数量を確認の上行うこと。

<注記>

3：ブラスト（ケレン）によるさびやケレンダストを飛散させないよう防護設備を設置すること。

の塗膜を除去する。

金属パテでシールする。

B

当て板補修C

P5 P6

1
8
0
0

主桁ｳｪﾌﾞ減肉

主桁ｳｪﾌﾞ欠損

G4

主桁ｳｪﾌﾞ欠損

1
8
0
0

1
8
0
0

1
7
8
0

1
0

1
0

4
0

1
7
@
1
0
0
=
1
7
00

4
0

1
8
0
0

1
7
8
0

1
0

1
0

4
0

1
7
@
1
0
0
=
1
7
00

4
0

B

2
0
0

100

50
100

50
50

主桁ｳｪﾌﾞ欠損・減肉
当て板補修C　1箇所

2
0
0

P5橋脚上

h=200mm,L=100mm
h=200mm,L=100mm

250

b部詳細 S=1:10

h=1600mm,L=50mm

主桁ｳｪﾌﾞ減肉

h=1600mm,L=50mm

1
0

4
0

2
0
0

1
7
@
1
0
0
=
1
7
00

S=1:200

100

50

1
8
0
0

境界部詳細図

　①当て板工

　　2-PL 200x 9x1780(SM400A)

　　36-HTB M22x65(S10T)

　〇シール工

　　L=(1780+200+1780+200)x2=7920mm

損傷箇所のケレン 添接部材周辺のケレン作業
を行う。

損傷部不陸整正 補修範囲を金属パテで補修する。

SS400

9

9 9

塗替塗装

b部 a部

a部詳細 S=1:10

1
0

4
0

2
0
0

100

501005050

250

1
7
@
1
0
0
=
1
7
00

有機ジンクリッチペイント

変性エポキシ樹脂塗料

ふっ素樹脂塗料用中塗

素地調整程度4種

既存塗膜端の処理は既存塗膜の
下塗を極力出さないようにする
（工具を寝かせ過ぎない）

既存塗膜

ふっ素樹脂塗料上塗

補強部材

素地調整程度1種

10mm程度

既設部材

50 50
50mm程度

新塗膜範囲

補強部材

（厚膜形含む）

4：補強部材の現場塗装仕様は高力ボルト接合部はF3系及び高力ボルト頭部はF11系とする。

（F3系は除く）

鋼桁補修工　詳細図（2）

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

鋼桁補修工　詳細図（2）

株式会社櫻エンジニアリング

図　示

区　分 単　位 数　量 備　考

当て板補修C 箇所 1

【鋼桁補修工　数量表】
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位　置　図

断　面　図 S=1:20

損 傷 図

断　面　図

S=1:200

補 修 図

開　　始

施 工 手 順

補修部塗膜除去

交換部材設置

補強部材取付範囲+50mm

損傷部材の切除 交換部材取付範囲を切除する。

終　　了

凡例

ボルト外面(増し塗り部)

J

K

F2

E1

F

F1

増し塗り部(当て板部)

増し塗り部(既設部)

増し塗り部(周辺部)

摩擦接合面

1種ケレン

☆

記号 塗装系

(当て板部)

☆ ☆

J

K

(既設部)

［FILL PL]

F
(当て板部)

[LFLG]
F1

［FILL PL]

F2
(周辺部)

E1
(ボルト部)

J

F

5
0

［WEB]

1：補修箇所は、必ず現場実測確認の上で施工を行うこと。

2：施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び寸法・数量を確認の上行うこと。

<注記>

3：ブラスト（ケレン）によるさびやケレンダストを飛散させないよう防護設備を設置すること。

の塗膜を除去する。

部材取替A

P5 P6

1
8
0
0

3278

部材取替A部材

1-CT 118x178x10x8x3009(SM400A)

補強部材(設置撤去)

2-PL 305x 9x 400(SM400A)

1-PL 100x 9x 570(SM400A)

1-L 100x100x10x10x3249(SM400A)

8-HTB M22x60(S10T)

1
8
0
0

3278

部材取替A

補強部材設置・撤去工

P5～P6橋脚上

h=350mm,L=3300mm

部材取替A　1箇所

3
0
5

400 400

3
0
5

3249

570

3009

5
0

5
0

5
0

5
0 1
0
0

1
0
0

1
0
0

補強材設置工

補強材撤去工

a部詳細 S=1:10

b部詳細 S=1:10

c部詳細 S=1:10

a部 b部 c部

3
0
5

400

5
0

5
0

1
0
0

部材取替A

補強部材設置・撤去工

部材取替A

補強部材設置・撤去工

570

1
0
0

400

3
0
5

5
0

5
0

1
0
0

補強部材設置・撤去工

6

6

6 6

6

6

部材取替A

6

100 100

1
0
8

280

1
0
8

280

境界部詳細図

SS400 塗替塗装

有機ジンクリッチペイント

変性エポキシ樹脂塗料

ふっ素樹脂塗料用中塗

素地調整程度4種

既存塗膜端の処理は既存塗膜の
下塗を極力出さないようにする
（工具を寝かせ過ぎない）

既存塗膜

ふっ素樹脂塗料上塗

補強部材

素地調整程度1種

10mm程度

既設部材

50 50
50mm程度

新塗膜範囲

補強部材

4：補強部材の現場塗装仕様は高力ボルト接合部はF3系及び高力ボルト頭部はF11系とする。

（厚膜形含む）

（F3系は除く）

9
45°

5702
F.P

鋼桁補修工　詳細図（3）

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

鋼桁補修工　詳細図（3）

株式会社櫻エンジニアリング

図　示

区　分 単　位 数　量 備　考

部材取替A 箇所 1

【鋼桁補修工　数量表】
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1
0
0
0

位　置　図

断　面　図 S=1:20

損 傷 図 補 修 図

凡例

ボルト外面(増し塗り部)

J

K

F2

E1

F

F1

増し塗り部(当て板部)

増し塗り部(既設部)

増し塗り部(周辺部)

摩擦接合面

1種ケレン

☆

記号 塗装系

(当て板部)

☆ ☆

J

K

(既設部)

［FILL PL]

F
(当て板部)

[LFLG]
F1

［FILL PL]

F2
(周辺部)

E1
(ボルト部)

J

F

5
0

［WEB]

1：補修箇所は、必ず現場実測確認の上で施工を行うこと。

2：施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び寸法・数量

<注記>

3：ブラスト（ケレン）によるさびやケレンダストを飛散

P5 P6

断　面　図 S=1:20

G1

G2

G3

G4

G5

G6

2911

横桁下ﾌﾗﾝｼﾞ・ｳｪﾌﾞ腐食・欠損

　部材取付A部材

2-H 200x200x 8x12x 200(SS400)

33-HTB M22x65(F10T)

A

A

2130

1730

A - A

2-L 100x100x10x10x2130(SS400)

50

3@100

=300 4@150=600
2@115

=230 4@150=600

3@100

=300 50

2
0
0

1
0
0

5
0
5
0

1
5
0

1
3

200

40 120 40

200 200

横桁下ﾌﾗﾝｼﾞ・ｳｪﾌﾞ腐食・欠損

当て板補修D　１箇所

80

P6橋脚上（終点）

平　面　図 S=1:20

8
0

8
0 2
0
0

S=1:200

境界部詳細図
6
6 ※

桁接触面は平に
仕上げること。

13148 8

1
5
0

1
3

8 653653
100 100

施 工 手 順

開　　始

補修部塗膜除去

腹板・フランジ孔開け

損傷部不陸整正

高力ボルト本締

シール施工

塗替塗装

補強・取付部材取付範囲+50mm

補修範囲を金属パテで補修する。

添接部材周囲の隙間を

損傷箇所のケレン 添接部材周辺のケレン作業

添接部材組付け

終　　了

当て板補修D

の塗膜を除去する。

を行う。

金属パテでシールする。

※
1

23

7

4

6
5

11

8

10
9

12

13

14

9

19
2 8

8
63
7

8 8

8 8

63
7

19
2

2
5
0

1
3

80 20
0

65
3

65
3

20
0

80

80

80

6
6※

桁接触面は平に
仕上げること。

※

1
0
0
0

2911

A

A

A - A

200

40 120 40
80

SS400
t=8

2
5
0

5
0

2
@
7
5

=
1
5
0

5
0

1830

50

50
92
50

8
8 8

8
88

8
88

192 637 637 192 50

50
119
2@150=300

119
5050

119 119
2@150=300 50 92

5050

80

5
0

2
5
0

2
@
7
5

=
1
5
0

5
0

5
0 5
0

SS400

t=9

塗装範囲

塗装範囲

当て板補修D

当て板補修D

4
0

4
0

1830

50 200 653 653 200 50

92
5050

50
119

2@150=300
119

5050
119

2@150=300
119

50
50

92
50

〇シール工

L1+L2=12312mm

L1=(263+80+200+263+80+200)×2×2=4344mm
L2=(80+263+653+263+80+653)×2×2=7968mm

　①⑫下フランジ部

　4-PL 80x13x200(SM400A)

　8-Bolt M22x65(S10T)

　②⑥⑤⑩⑨⑬垂直補剛材部

　12-PL 80x8x250(SM400A)

  ②⑤⑨垂直補剛材部

　18-Bolt M22x60(S10T)

　③⑭ウェブ部

　4-PL 192x9x250(SM400A)

　12-Bolt M22x65(S10T)

 ④⑧下フランジ部

　4-PL 80x13x653(SM400A)

　20-Bolt M22x65(S10T)

 ⑦⑪ウェブ部

　4-PL 250x9x637(SM400A)

　30-Bolt M22x65(S10T)

塗装範囲

当て板補修D

SS400

t=13

a部 詳細図 S=1:5 b部 詳細図 S=1:5

a部 a部 a部 b部

6

6

6

6

66

6 6

部材取付A　　１箇所

有機ジンクリッチペイント

変性エポキシ樹脂塗料

ふっ素樹脂塗料用中塗

素地調整程度4種

既存塗膜端の処理は既存塗膜の
下塗を極力出さないようにする
（工具を寝かせ過ぎない）

既存塗膜

ふっ素樹脂塗料上塗

補強部材

素地調整程度1種

10mm程度

既設部材

50 50
50mm程度

新塗膜範囲

補強部材

　 させないよう防護設備を設置すること。

   を確認の上行うこと。

開　　始

取付部塗膜除去

下フランジ孔開け

高力ボルト本締

シール施工

塗替塗装

取付箇所のケレン

取付部材組付け

終　　了

部材取付A

〇シール工

L1+L2=7260mm

L1=(200+200+200+200)×2×2=3200mm
L2=(2130+1730)+100×2=4060mm

4：補強部材の現場塗装仕様は高力ボルト接合部はF3系及び

　 高力ボルト頭部はF11系とする。 

（厚膜形含む）

（F3系は除く）

鋼桁補修工　詳細図（4）

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

鋼桁補修工　詳細図（4）

株式会社櫻エンジニアリング

図　示

区　分 単　位 数　量 備　考

当て板補修D 箇所 1

【鋼桁補修工　数量表】

部材取付A 箇所 1
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2300

位　置　図

断　面　図 S=1:20

損 傷 図

断　面　図 S=1:20

補 修 図
施 工 手 順

凡例

ボルト外面(増し塗り部)

J

K

F2

E1

F

F1

増し塗り部(当て板部)

増し塗り部(既設部)

増し塗り部(周辺部)

摩擦接合面

1種ケレン

☆

記号 塗装系

(当て板部)

☆ ☆

J

K

(既設部)

［FILL PL]

F
(当て板部)

[LFLG]
F1

［FILL PL]

F2
(周辺部)

E1
(ボルト部)

J

F

5
0

［WEB]

1：補修箇所は、必ず現場実測確認の上で施工を行うこと。

2：施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び

<注記>

3：ブラスト（ケレン）によるさびやケレンダストを

A-A

P6～A2橋台上

主桁下ﾌﾗﾝｼﾞ腐食・減肉
当て板補修E　１箇所

P6 A2

1
8
0
0

主桁下ﾌﾗﾝｼﾞ腐食・減肉

A

A

480W=480mm L=2000mm

2000

A-A

主桁下ﾌﾗﾝｼﾞ腐食・減肉
W=480mm L=2000mm

A

A

480

50 130 50

3
4

3
4

3
4

230 230

590 1170 400

2200

50

4@100

=400 8@100=800
3@100

=300 50

2-PL 230x34x1170(SM570)

2-PL 230x34x400(SM570)

84-HTB M22x140(S10T)

2-PL 230x34x 590(SM570)

1-PL 480x34x2200(SM570)

50 50

下フランジ上面

平　面　図 S=1:20

寸法・数量を確認の上行うこと。

飛散させないよう防護設備を設置すること。

下フランジ下面

4
8
0

2000

4
8
0

2000

主桁下ﾌﾗﾝｼﾞ腐食・減肉
W=200mm L=2000mm

主桁下ﾌﾗﾝｼﾞ腐食・減肉
W=480mm L=2000mm

下フランジ上面

平　面　図 S=1:20

下フランジ下面

4
8
0 2
3
0

2
3
0

5
0

5
0

590 1170 400

2200

4@100

=400
50

8@100=800 50

3@100

=300 5050

2300

4
8
0

5
0

5
0

塗装塗替範囲塗装塗替範囲

当て板補修E

当て板補修E

当て板補修E

当て板補修E

2200

50

4@100

=400 120 8@100=800 120

3@100

=300 5050 50

2300S=1:200

当て板補修E

開　　始

補修部塗膜除去

下フランジ孔開け

損傷部不陸整正

高力ボルト本締

シール施工

塗替塗装

補強部材取付範囲+50mm

補修範囲を金属パテで補修する。

添接部材周囲の隙間を

損傷箇所のケレン 添接部材周辺のケレン作業

添接部材組付け

終　　了

の塗膜を除去する。

を行う。

金属パテでシールする。

〇シール工

L1 = (230+590+1170+400+230)×2 = 5240

L2 = (480+2200)×2 = 5360

L = 5240+5360 = 10600

SM570 t=34

境界部詳細図

5050

塗装塗替範囲塗装塗替範囲

塗装塗替範囲
塗装塗替範囲

1
3
0

5
0

5
0

1
3
0

1
3
0

1
2
0

1
3
0

90 135120 120135120130

90

4@100

=4005050 8@100=800135 135

3@100

=300 5050
5050 50

50

90
50 135

50
135

90 135 135

50130
50

50
130 50

有機ジンクリッチペイント

変性エポキシ樹脂塗料

ふっ素樹脂塗料用中塗

素地調整程度4種

既存塗膜端の処理は既存塗膜の
下塗を極力出さないようにする
（工具を寝かせ過ぎない）

既存塗膜

ふっ素樹脂塗料上塗

補強部材

素地調整程度1種

10mm程度

既設部材

50 50
50mm程度

新塗膜範囲

補強部材

4：補強部材の現場塗装仕様は高力ボルト接合部はF3系及び

　 高力ボルト頭部はF11系とする。 

（厚膜形含む）

（F3系は除く）

鋼桁補修工　詳細図（5）

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

鋼桁補修工　詳細図（5）

株式会社櫻エンジニアリング

図　示

区　分 単　位 数　量 備　考

当て板補修E 箇所 1

【鋼桁補修工　数量表】

16    39

16 / 39



位　置　図

断　面　図

S=1:200

損 傷 図

断　面　図 S=1:20

補 修 図
施 工 手 順

P6～A2橋台上

P6 A2

1
8
0
0

対傾構下弦材腐食・減肉
W=178mm L=1000mm

1-PL 178x8x1100(SS400)
22-HTB M22x60(S10T)

2-PL 80x8x1100(SS400)

1000

1
7
8

1000

平　面　図 S=1:20

1
7
8
8
0

8
0

1
8

4
0

4
0

9
8

10@100=100050 50

1100

1
7
88
4

8
4 1
0

50
1100

10@100=1000 5050

1150

当て板補修工F

当て板補修F

1150

5050

1100

10@100=1000 50

対傾構下弦材腐食・減肉
W=178mm L=1000mm

平　面　図 S=1:20

上面

下面

当て板補修F　１箇所
対傾構下弦材腐食・減肉

当て板補修F

当て板補修F

開　　始

補修部塗膜除去

下弦材孔開け

損傷部不陸整正

高力ボルト本締

シール施工

塗替塗装

補強部材取付範囲+50mm

補修範囲を金属パテで補修する。

添接部材周囲の隙間を

損傷箇所のケレン 添接部材周辺のケレン作業

添接部材組付け

終　　了

の塗膜を除去する。

を行う。

金属パテでシールする。

境界部詳細図

塗装塗替範囲

50

1100

10@100=100050

塗装塗替範囲

〇シール工

L1 = (80+1100)×4 = 4720

L2 = (178+1100)×2 = 2556

L = 4720+2556 = 7276

塗装塗替範囲

凡例

ボルト外面(増し塗り部)

J

K

F2

E1

F

F1

増し塗り部(当て板部)

増し塗り部(既設部)

増し塗り部(周辺部)

摩擦接合面

1種ケレン

☆

記号 塗装系

(当て板部)

☆ ☆

J

K

(既設部)

［FILL PL]

F
(当て板部)

[LFLG]
F1

［FILL PL]

F2
(周辺部)

E1
(ボルト部)

J

F

5
0

［WEB]

1：補修箇所は、必ず現場実測確認の上で施工を行うこと。

2：施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び

<注記>

3：ブラスト（ケレン）によるさびやケレンダストを

寸法・数量を確認の上行うこと。

飛散させないよう防護設備を設置すること。

SS400 t=8

50

有機ジンクリッチペイント

変性エポキシ樹脂塗料

ふっ素樹脂塗料用中塗

素地調整程度4種

既存塗膜端の処理は既存塗膜の
下塗を極力出さないようにする
（工具を寝かせ過ぎない）

既存塗膜

ふっ素樹脂塗料上塗

補強部材

素地調整程度1種

10mm程度

既設部材

50 50
50mm程度

新塗膜範囲

補強部材
4：補強部材の現場塗装仕様は高力ボルト接合部はF3系及び

　 高力ボルト頭部はF11系とする。 

（厚膜形含む）

（F3系は除く）

鋼桁補修工　詳細図（6）

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

鋼桁補修工　詳細図（6）

株式会社櫻エンジニアリング

図　示

区　分 単　位 数　量 備　考

当て板補修F 箇所 1

【鋼桁補修工　数量表】
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立入防止柵撤去設置工　一般型非積雪地用　L=8.0ｍ

標識板撤去設置工　　　A　　　　　　　　 A=3.2m2

防護柵撤去設置工　　　ガードレールＡ　　L=8.0ｍ

車両分離標撤去設置工　ポールA（H=650mm）

　　　　　　　　　　　　　13基

車両分離標撤去設置工　ポールA（H=800mm）

　　　　　　　　　　　　　 8基

車線分離標撤去設置工

ポールA（H=650mm）

車線分離標撤去設置工

ポールA（H=800mm）

防護柵撤去設置工

ガードレールA

立入防止柵撤去設置工

一般型非積雪地用

標識板撤去設置工

A

4000

立入防止柵撤去設置工

一般型非積雪地用

20002000 2000

防護柵撤去設置工

Gr-C-4E

1
5
00

4000

2000

ガードレールA

標識板撤去設置工

A

4000

8
00

歩 行 者

自 転 車

原 付

立 入 禁 止 ! !
D O 　 N O T 　 E N T E R

付帯工　詳細図

車線分離標撤去設置工

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

付帯工　詳細図

－

ポールA
（H=650mm）

ポールA
（H=800mm）

※ベースプレート径　φ=200mm

区　分 単　位 数　量 備　考

一般型非積雪地用

ｍ

8.0 支柱間

【付帯工　数量表】

立入防止柵撤去設置工

防護柵撤去設置工

車線分離標撤去設置工

ガードレールA

ポールA（H=650mm）

ポールA（H＝800mm）

ｍ

基

基

8.0 支柱間

13

8
車線分離標撤去設置工

A m2 3.2
標識板撤去設置工 既設ビームからの

撤去・再設置

18    39

18 / 39－　



下り線P5橋脚
標準ウエブ遊間 100㎜

最大ウエブ遊間

最小ウエブ遊間

115㎜

85㎜

+15℃時

-10℃時

+40℃時

1046

乾式止水材なり寸法 14676

658

250 250

80 1040 80乾式止水材水平寸法 15312

601 15611 500

16712

90
°

90
°

200

30 止水ゴム設置範囲 16652 30

16712

  S=1:10乾式止水材詳細図

20

80
10

1
10
.2

0
.2

90

0.2 145 0.2

20 105 20

  S=1:10止水ゴムパッキン詳細図

R3

300

100 100 100

30 70

1
06

50
50

6
6

R50

1
10

端部ジャバラ蓋詳細図
止水ゴム両端部に設置

50Ax300(CR)

排水パイプ詳細図

φ60

3
00

50Ax300(CR)

M12x100

  S=1:10"a"部詳細図

90

6030

60

"a"

6
9

A

A

B

B

排水用防塵フォーム詳細図

[製作幅=最大遊間+10=125]

(ポリウレタンフォーム)

200

1
10

  S=1:10
若番側 老番側

車道部

A - A
若番側 老番側

車道部(排水部)

  S=1:10B - B

 1-乾式止水材   1046

   押え金具設置延長 L=16652

 1-防塵フォーム  125×110×200[排水用]

 1-乾式止水材  15334

P4側

P6側

1
10

50A用(SUS304)

50A用(SUS304)

50A用(EPDM)

  S=1:10継手部詳細図
排水パイプ　

a15=100

1
10

25

 1-止水ゴムパッキン 16652(CR)

 2-端部ジャバラ蓋 

 1-排水パイプ 50A× 300(CR) [止水ゴム付]

 1-排水パイプ 50A×3000(PVC)[導水用]

 1-排水パイプ継手管     50A用

 2-排水パイプ継手バンド 50A用

 3-排水パイプ固定金具   50A用

 1-排水パイプカフス     50A用(EPDM)

a15=100

1
10

25

a
15
=1
00

60 60 60 60

AL-1 PL-1
PL-2

PL-3
PL-4

PL-5

PL-6

PL-7

配 置 図

3070

S = 1:50

(1-UN,1-大型W付)

注記）

1. 特記なき鋼材の材質は全てSS400とする。

3. ゴム板の導水用排水パイプの流末処理方法は協議の上決定す

   ること。

5. 施工及び部材製作に際しては現地調査を行ない、本図面との

   照合を行なうこと。

2. SS材は溶融亜鉛メッキ処理を施す。膜厚は

   JIS H 8641 HDZT77とする。ただしボルト類はHDZT49とする。

   部材面にはそれらの施工の前にプライマー(0.2kg/m2)を塗布

4. 接着剤(t=3)に接する両部材面及び各種シーリングに接する

   すること。

   現地調査の結果、コンクリート面に不陸や欠損がある場合、

   あるいは桁遊間内の既設物の設置状況によっては施工不可とし、

   別途止水構造を検討するものとする。

6. 新設するナットは、ゆるみ止めナットを使用すること。

伸縮装置補修工　詳細図(１)

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

伸縮装置補修工　詳細図(１)

図　示

区　分 単　位 数　量 備　考

B１ 箇所 1

【伸縮装置補修工　数量表】

P5

19    39

19 / 39



標準ウエブ遊間

最大ウエブ遊間

最小ウエブ遊間

+15℃時

-10℃時

+40℃時

70㎜

84㎜

56㎜

下り線P6橋脚

  S=1:10小遊間用乾式止水材詳細図

20

7
0.
2 0
.2

50

0.2
110

0.2

2 106 2

875
小遊間用乾式止水材なり寸法 6606

922

30 止水ゴム設置範囲 8653 30

822
小遊間用乾式止水材なり寸法 6903

869

30 止水ゴム設置範囲 8840 30

200 20080 小遊間用乾式止水材水平寸法 7503 80

8713 8900

72 小遊間用乾式止水材水平寸法 7745 80

70

70

30 3030 止水ゴム設置範囲 8840 30

8713 8900

止水ゴム設置範囲 8653

a
15
=7
0 90
°

90
°

排水用防塵フォーム詳細図

[製作幅=最大遊間+10=94]

(ポリウレタンフォーム)

200

70

n=2

 1-小遊間用乾式止水材 7528

  2-防塵フォーム  94 ×70 ×200

 1-小遊間用乾式止水材  875

[排水用]

 1-止水ゴムパッキン 8653(CR)

 4-端部ジャバラ蓋 

 2-排水パイプ 50A× 300(CR) [止水ゴム付]

 2-排水パイプ 50A×3000(PVC)[導水用]

 2-排水パイプ継手管     50A用

 4-排水パイプ継手バンド 50A用

 6-排水パイプ固定金具   50A用

 2-排水パイプカフス     50A用(EPDM)

  S=1:10
老番側 若番側

車道部(一般部)

A - A   S=1:10

車道部(排水部)

B - B
老番側 若番側

A

A

B

B

C

C

D

D

<C - C> <D- D>

M12x100
(1-UN,1-大型W付) 90x2

60

66

30 60

90

  S=1:10止水ゴムパッキン詳細図

"a"

  S=1:10"a"部詳細図

a15=70

60

70 70

a15=70

50Ax300(CR) 50Ax300(CR)

 1-止水ゴムパッキン 8840(CR)

AL-1 PL-1
PL-2

PL-3
PL-4

PL-5

PL-6

PL-7

配 置 図

50Ax300(CR)

排水パイプ詳細図

φ60

3
00

  S=1:10継手部詳細図
排水パイプ　

50A用(SUS304)

50A用(SUS304)

50A用(EPDM)

端部ジャバラ蓋詳細図
止水ゴム両端部に設置

17614

17614

押え金具設置延長 L=8653

                 L=8840

P5側

P7側

850 795

 1-小遊間用乾式止水材  822

 1-小遊間用乾式止水材 7772

20
50

15

R3

300

100 100 100

30 70

1
06

50
50

6
6

R50

3070

60 60 60

70
15

S = 1:50

注記）

1. 特記なき鋼材の材質は全てSS400とする。

3. ゴム板の導水用排水パイプの流末処理方法は協議の上決定す

   ること。

5. 施工及び部材製作に際しては現地調査を行ない、本図面との

   照合を行なうこと。

2. SS材は溶融亜鉛メッキ処理を施す。膜厚は

   JIS H 8641 HDZT77とする。ただしボルト類はHDZT49とする。

   部材面にはそれらの施工の前にプライマー(0.2kg/m2)を塗布

4. 接着剤(t=3)に接する両部材面及び各種シーリングに接する

   すること。

   現地調査の結果、コンクリート面に不陸や欠損がある場合、

   あるいは桁遊間内の既設物の設置状況によっては施工不可とし、

   別途止水構造を検討するものとする。

6. 新設するナットは、ゆるみ止めナットを使用すること。

伸縮装置補修工　詳細図(２)

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

伸縮装置補修工　詳細図(２)

図　示

区　分 単　位 数　量 備　考

B２ 箇所 1

【伸縮装置補修工　数量表】

P6
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100m50m

ラバーコーン等（10～20m間隔）

作業箇所　ラバーコーン10m間隔

テーパー部
矢印板　6枚

路肩

ランプ

50m 200m 300m

施工箇所

標識車（貸与品）

交通監視員
お礼看板

防護車両

交通監視員

交通監視員

交通監視員

路肩

交通規制工　詳細図（1）

路肩規制　Ａ１

名称 数量 単位 備考

規制標識 2 枚 貸与品

矢印板 6 枚 貸与品

ラバーコーン 必要数 本 貸与品

標識車 1 台 貸与品

標識等安全施設

（標示板）
1 枚 貸与品

標識等安全施設

（保安灯）
必要数 本 貸与品

防護車両 1 台 受注者所持

交通監視員

（テーパー部）
1 人

交通監視員

（工事車両出入口）
1 人

交通監視員

（施工箇所）
1 人

交通監視員

（規制内巡回等）
1 人

数量表 1回当たり

【第三京浜道路】　路肩規制（ランプ部　：　昼間）

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東 日 本 高速 道 路 株 式 会社 　 関 東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

交通規制工　詳細図（1）

－

－
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100m50m

ラバーコーン等（10～20m間隔）

作業箇所　ラバーコーン10m間隔

テーパー部
矢印板　6枚

路肩

ランプ

50m 200m 300m

施工箇所
標識車（貸与品）

交通監視員
お礼看板

防護車両

交通監視員 交通監視員

交通監視員

路肩

交通規制工　詳細図（2）

路肩規制　Ａ１

名称 数量 単位 備考

規制標識 2 枚 貸与品

矢印板 6 枚 貸与品

ラバーコーン 必要数 本 貸与品

標識車 1 台 貸与品

標識等安全施設

（標示板）
1 枚 貸与品

標識等安全施設

（保安灯）
必要数 本 貸与品

防護車両 1 台 受注者所持

交通監視員

（テーパー部）
1 人

交通監視員

（工事車両出入口）
1 人

交通監視員

（施工箇所）
1 人

交通監視員

（規制内巡回等）
1 人

数量表 1回当たり

【第三京浜道路】　路肩規制（ランプ部　：　昼間）

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東 日 本 高速 道 路 株 式 会社 　 関 東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

交通規制工　詳細図（2）

－

－
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ラバーコーン等（10～20m間隔）

作業箇所　ラバーコーン10m間隔

テーパー部
矢印板　4枚

施工箇所

交通監視員

交通監視員

一般道

回転灯

交通規制工　詳細図（3）

路肩規制　Ａ２

名称 数量 単位 備考

矢印板 4 枚 貸与品

ラバーコーン 必要数 本 貸与品

標識等安全施設

（回転警告灯）
1 台 貸与品

標識等安全施設

（保安灯）
必要数 本 貸与品

交通監視員

（テーパー部）
1 人

交通監視員

（施工箇所）
1 人

数量表 1回当たり

【第三京浜道路】　路肩規制（ランプ部　：　昼間）

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東 日 本 高速 道 路 株 式 会社 　 関 東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

交通規制工　詳細図（3）

－

－
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ラバーコーン等（10～20m間隔）

作業箇所　ラバーコーン10m間隔

テーパー部
矢印板　4枚

施工箇所
交通監視員

交通監視員

一般道

回転灯

交通規制工　詳細図（4）

路肩規制　Ａ２

名称 数量 単位 備考

矢印板 4 枚 貸与品

ラバーコーン 必要数 本 貸与品

標識等安全施設

（回転警告灯）
1 台 貸与品

標識等安全施設

（保安灯）
必要数 本 貸与品

交通監視員

（テーパー部）
1 人

交通監視員

（施工箇所）
1 人

数量表 1回当たり

【第三京浜道路】　路肩規制（ランプ部　：　昼間）

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東 日 本 高速 道 路 株 式 会社 　 関 東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

交通規制工　詳細図（4）

－

－
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P4

P5
P6

A2

P4

P5
P6

A2

【２】県道13号横浜生田線　（下り線　Ｐ５～Ｐ６　施工時）

【１】市道峰沢第288号線　（下り線　Ｐ５　施工時）通行止め

交通保安要員配置図（１）

：交通誘導警備員

：規制範囲

凡例

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東 日 本 高 速 道路 株 式 会 社 　関 東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

交通保安要員配置図（１）

必要人数

交通誘導警備員B1

交通保安要員　数量　

規制箇所
合計項目

１回当たり(人・日)

3

規制回数

必要人数

交通保安要員　数量　

規制箇所
合計項目

１回当たり(人・日)

1

規制回数

-

交通誘導警備員

B1

迂回路要員

交通誘導警備員B1

峰沢２８８

三
ツ沢１８

峰沢２８８

三
ツ沢１８

交通誘導警備員B1

交通誘導警備員

B1（夜）

交通誘導警備員

B1（夜）

交通誘導警備員

A1（夜）

交通誘導警備員A1（夜）

首
都
高
速
入
口

首
都
高
速
入
口

交通誘導警備員B1（夜） 2

市民病院入口歩道橋

市民病院入口歩道橋

バ
ス
停

バ
ス
停

用地

歩
道

歩
道

歩
道

Eラ
ンプ

Eラ
ンプ

バ
ス
停

バ
ス
停

歩
道

県
道
１
３
号

県
道
１
３
号

2 6

2

2

2

4

-
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P4

P5
P6

A2

P4

P5
P6

A2

【４】県道13号横浜生田線　（下り線　Ｐ６～Ａ２　施工時）

交通保安要員配置図（２）

：交通誘導警備員

：規制範囲

凡例

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

交通保安要員配置図（２）

必要人数

交通誘導警備員A1（夜）

交通保安要員　数量　

規制箇所
合計項目

１回当たり(人・日)

1

規制回数

必要人数

交通保安要員　数量　

規制箇所
合計項目

１回当たり(人・日)

1

規制回数

-

峰沢２８８

三
ツ沢１８

交通誘導警備員A1（夜）

交通誘導警備員

B1（夜）

交通誘導警備員A1（夜）

首
都
高
速
入
口

【３】県道13号横浜生田線　（下り線　Ｐ５～Ｐ６　施工時）

交通誘導警備員B1（夜） 1

交通誘導警備員B1（夜） 1

市民病院入口歩道橋

バ
ス
停

用地

県
道
１
３
号

峰沢２８８

三
ツ沢１８

交通誘導警備員

A1（夜） 首
都
高
速
入
口

市民病院入口歩道橋

バ
ス
停

歩
道

歩
道

歩
道

歩
道

Eラ
ンプ

Eラ
ンプ

交通誘導警備員

B1（夜）

バ
ス
停

バ
ス
停

県
道
１
３
号

5

5

5

5

2

2

2

2

-
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P4

P5
P6

A2

P4

P5
P6

A2

交通保安要員配置図（３）

：交通誘導警備員

：規制範囲

凡例

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

交通保安要員配置図（３）

必要人数

交通誘導警備員A1（夜）

交通保安要員　数量　

規制箇所
合計項目

１回当たり(人・日)

1

規制回数

必要人数

交通保安要員　数量　

規制箇所
合計項目

１回当たり(人・日)

1

規制回数

-

峰沢２８８

三
ツ沢１８

首
都
高
速
入
口

【５】県道13号横浜生田線　（下り線　Ｐ６～Ａ２　施工時）

交通誘導警備員B1（夜） 2

1

市民病院入口歩道橋

バ
ス
停

用地

峰沢２８８

三
ツ沢１８

首
都
高
速
入
口

市民病院入口歩道橋

バ
ス
停

歩
道

歩
道

歩
道

歩
道

Eラ
ンプ

Eラ
ンプ

交通誘導警備員

A1（夜）

【６】県道13号横浜生田線　（下り線　Ｐ６～Ａ２　施工時）

交通誘導警備員A1（夜）

交通誘導警備員

B1（夜）

交通誘導警備員

B1（夜）

交通誘導警備員

B1（夜）

バ
ス
停

バ
ス
停

県
道
１
３
号

県
道
１
３
号

県
道
１
３
号

2

2

2

4

2

2

2

2交通誘導警備員B1（夜）

交通誘導警備員A1（夜）

-
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P4

P5
P6

A2

必要人数

交通保安要員　数量　

車両出入口
合計項目

１回当たり(人・日)

規制回数

-

交通保安要員配置図（４）

：交通監視員

：規制範囲

凡例

交通保安要員配置図（４）

【７】車両進入箇所（保土ヶ谷ＩＣ　Ｈランプ）

交通監視員A1

交通監視員A1（夜）

首
都
高
速
入
口

三
ツ沢１８

市民病院入口歩道橋

バ
ス
停

用地

峰沢２８８

交通監視員A1 1
歩
道

歩
道

Eラ
ンプ

県
道
１
３
号

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

交通監視員A1（夜） 1

67

13

67

13

-
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P2:検査路撤去再設置工
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橋梁一般図(1)

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

橋梁一般図（1）

信和設計株式会社
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平 面 図 S=1:500

P5:伸縮装置補修工

        C（夜）

橋梁一般図(2)

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

橋梁一般図（2）

信和設計株式会社
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側面図 起点側 側面図

2.コンクリートはつり工　A （夜）

　2.断面修復工　　　　　　A1（夜）

終点側

1.コンクリートはつり工　A （夜）

1.断面修復工　　　　　　A1（夜）

6.コンクリートはつり工　A （夜）

　6.断面修復工　　　　　　A1（夜）

3.コンクリートはつり工　A （夜）

3.断面修復工　　　　　　A1（夜）

5.コンクリートはつり工　A （夜）

5.断面修復工　　　　　　A1（夜）

4.コンクリートはつり工　A （夜）

4.断面修復工　　　　　　A1（夜）

7.コンクリートはつり工　A （夜）

7.断面修復工　　　　　　A1（夜）

8.コンクリートはつり工　A （夜）

8.断面修復工　　　　　　A1（夜）

①防錆材の塗布

③断面修復材

被り厚+

第1鉄筋背面+10mm

②プライマーの塗布

損
傷
お
よ
び
断
面
修
復
範
囲

10

①カッター　10mm程度

②脆弱部の撤去

被り厚+

第1鉄筋背面+10mm

損
傷
お
よ
び
断
面
修
復
範
囲

10

断面修復工　詳細図（1）

上り線

Ｐ１橋脚

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

断面修復工　詳細図（1）

断面修復工　施工標準図　

コンクリートはつり工　A（夜）　数量表（P1橋脚-上り線）

－

コンクリートはつり工　施工標準図　

断面修復工　A1（夜）　数量表（P1橋脚-上り線）
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側面図 起点側 側面図 終点側

1.コンクリートはつり工　A （夜）

1.断面修復工　　　　　　A1（夜）

2.コンクリートはつり工　A （夜）

　2.断面修復工　　　　　　A1（夜）
3.コンクリートはつり工　A （夜）

　3.断面修復工　　　　　　A1（夜）

4.コンクリートはつり工　A （夜）

　4.断面修復工　　　　　　A1（夜）

5.コンクリートはつり工　A （夜）

　5.断面修復工　　　　　　A1（夜）

6.コンクリートはつり工　A （夜）

　6.断面修復工　　　　　　A1（夜）

①防錆材の塗布

③断面修復材

被り厚+

第1鉄筋背面+10mm

②プライマーの塗布

損
傷
お
よ
び
断
面
修
復
範
囲

10

①カッター　10mm程度

②脆弱部の撤去

被り厚+

第1鉄筋背面+10mm

損
傷
お
よ
び
断

面
修
復
範
囲

10

断面修復工　詳細図（2）

上り線

Ｐ２橋脚

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

断面修復工　詳細図（2）

断面修復工　施工標準図　

断面修復工　A1（夜）　数量表（P2橋脚-上り線）

－

コンクリートはつり工　施工標準図　

コンクリートはつり工　A（夜）　数量表（P2橋脚-上り線）
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側面図 起点側 側面図 終点側

1.コンクリートはつり工 A （夜）

1.断面修復工　　　　 　A1（夜）

2.コンクリートはつり工 A （夜）

2.断面修復工　　　　 　A1（夜） 3.コンクリートはつり工 A （夜）

3.断面修復工　　　　 　A1（夜）

塗布

①防錆材の塗布

③断面修復材

被り厚+

第1鉄筋背面+10mm

②プライマーの塗布

損
傷
お
よ
び
断

面
修
復
範
囲

10

①カッター　10mm程度

②脆弱部の撤去

被り厚+

第1鉄筋背面+10mm

損
傷
お
よ
び
断

面
修
復
範
囲

10

断面修復工　詳細図（3）

上り線

Ｐ５橋脚

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

断面修復工　詳細図（3）

断面修復工　施工標準図　

断面修復工　A1（夜）　数量表（P5橋脚-上り線）

－

コンクリートはつり工　施工標準図　

コンクリートはつり工　A（夜）　数量表（P5橋脚-上り線）
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起点側 終点側

1-ChPL 590x3.2x4610
2-[ 100x50x5x7.5x4650
2-[ 100x50x5x7.5x500
5-FB 50x6x490

10-PL 150x6x180
1-Spl Pipe φ27.2x1.9x100(STK400)

5-FB 50x6x100

2-Pipe φ21.7x1.9x226(STK400)
4-Pipe φ21.7x1.9x1004(STK400)
4-Pipe φ21.7x1.9x1009(STK400)
2-Pipe φ21.7x1.9x221(STK400)
5-Pipe φ34x2.3x1180(STK400)
1-Pipe φ34x2.3x4619(STK400)

撤去・復旧材料:K-2

1-FB 50x6x800
2-PL 80x9x480
42-BN M10x30(1-SW,1-TW付)

1-FB 44x6x762
1-FB 44x6x784

2-Spl Pl 80x9x320
8-BN M16x50(2-W,1-SW付)

20-BN M16x45(2-W付)

1-ChPL 590x3.2x6450
2-[ 100x50x5x7.5x6450
2-[ 100x50x5x7.5x500

54-BN M10x30(1-SW,1-TW付)

4-Pipe φ21.7x1.9x999(STK400)
2-Pipe φ21.7x1.9x574(STK400)
8-Pipe φ34x2.3x1180(STK400)
2-Pipe φ34x2.3x807(STK400)
1-Pipe φ34x2.3x563(STK400)
1-Pipe φ34x2.3x6765(STK400)

撤去・復旧材料:K-5

32-BN M16x45(2-W付)

7-FB 50x6x490
7-FB 50x6x100
1-FB 50x6x800
3-PL 80x9x480

8-Pipe φ21.7x1.9x974(STK400)
4-Pipe φ21.7x1.9x277(STK400)
2-Pipe φ21.7x1.9x224(STK400)

16-PL 150x6x180

B1-R B1-R

B1-L B1-L B1-L

A

A

1-FB 44x6x762

注記

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

上り線

検査路撤去再設置工　詳細図（1）

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

検査路撤去再設置工　詳細図（1）

信和設計株式会社

1:75

区　分 単　位 数　量 備　考

             A（夜）   ｔ 0.801

【検査路撤去再設置工　数量表】

             P1橋脚
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30
40

5000

16x250=4000230200 200230
4030

30
2
20

2
20

30

250 2505x900=4500

1-ChPL 590x3.2x4950
2-[ 100x50x5x7.5x5000
2-[ 100x50x5x7.5x500
6-FB 50x6x490

1
50

5
00

28-BN M16x45(2-W付)
14-PL 150x6x180

6-FB 50x6x100

2-Pipe φ21.7x1.9x221(STK400)
10-Pipe φ21.7x1.9x874(STK400)
4-Pipe φ21.7x1.9x277(STK400)
2-Pipe φ21.7x1.9x224(STK400)
7-Pipe φ34x2.3x1180(STK400)
1-Pipe φ34x2.3x807(STK400)
1-Pipe φ34x2.3x5046(STK400)
1-Pipe φ34x2.3x563(STK400)

500 2075 2075 350

279 5x900=4500
3
7 0

3
7 0

3
6 0

1
1 0
0

1
0 0

A

A

5029

i%

490 2075 2075

撤去・復旧材料:K-1

B1-R B1-R B1-R

1-FB 50x6x800
3-PL 80x9x480
44-BN M10x30(1-SW,1-W付)

K-1

K-1

50
5
40

10

検査路撤去再利用

ベースプレート撤去再利用

コンクリト－アンカ撤去・新設

1
0 0

29

2245

9500

6450

350 2800 2800 500

150 1025 4x1000=4000 1025 250

30
40

23x250=5750 330
40
30230

6729

1025
279

29

400 4x1000=4000 1025

3
7 0

3
7 0

3
6 0

1
0 0

1
1 00

P2 2.000

i(%)

K-5

K-5

i%

2800 2800 490

6696.4

1
10
0

1
0080

3
70

3
70

3
60

150 500

2950 100

50

1
00

279250

529

A - A

起点側 終点側

1-ChPL 590x3.2x6450
2-[ 100x50x5x7.5x6450
2-[ 100x50x5x7.5x500

54-BN M10x30(1-SW,1-TW付)

4-Pipe φ21.7x1.9x999(STK400)
2-Pipe φ21.7x1.9x574(STK400)
8-Pipe φ34x2.3x1180(STK400)
2-Pipe φ34x2.3x807(STK400)
1-Pipe φ34x2.3x563(STK400)
1-Pipe φ34x2.3x6765(STK400)

撤去・復旧材料:K-5

32-BN M16x45(2-W付)

7-FB 50x6x490
7-FB 50x6x100
1-FB 50x6x800
3-PL 80x9x480

8-Pipe φ21.7x1.9x974(STK400)
4-Pipe φ21.7x1.9x277(STK400)
2-Pipe φ21.7x1.9x224(STK400)

16-PL 150x6x180

B1-L B1-L B1-L

A

A

1-FB 44x6x762

注記

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

P2橋脚

上り線

検査路撤去再設置工　詳細図（2）

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

検査路撤去再設置工　詳細図（2）

信和設計株式会社

1:75

区　分 単　位 数　量 備　考

             A（夜）   ｔ 0.577

【検査路撤去再設置工　数量表】

             P2橋脚
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上り線P1,P2,P5

注記）

1. 特記なき鋼材の材質は全てSS400とする。

3. ゴム板の導水用排水パイプの流末処理方法は協議の上決定す

   ること。

5. 施工及び部材製作に際しては現地調査を行ない、本図面との

   照合を行なうこと。

2. SS材は溶融亜鉛メッキ処理を施す。膜厚は

   JIS H 8641 HDZT77とする。ただしボルト類はHDZT49とする。

   部材面にはそれらの施工の前にプライマー(0.2kg/m2)を塗布

4. 接着剤(t=3)に接する両部材面及び各種シーリングに接する

   すること。

標準ウエブ遊間

最大ウエブ遊間

最小ウエブ遊間

+15℃時

-5℃時

+35℃時

30㎜

38㎜

22㎜

+5℃時 34㎜

A

A

40

50Ax300(CR)

50A(PVC)

3

2

1

ゴム板①設置延長 1400

C

C
B

B

ゴム板①設置延長 1200

湿式止水材充填延長 7950

10300

A - A S=1:10 B - B S=1:10 C - C S=1:10若番側 老番側 若番側 老番側 若番側 老番側

1400<1200>

250

<225>

6x150=900<5x150=750> 250

<225>

2
80

50
1
80

ゴム板詳細図 S=1:25

1
左側＜右側＞

2

 1-ゴム板 280×5×1400<1200>(CR)1

50Ax300(CR)

継手部詳細図 S=1:5

50A用(SUS304)

50A用(SUS304)

50A用(EPDM)

φ60

3
00

防鳥用ネット詳細図
端部ジャバラ蓋

t=5

 2-排水パイプ 50A× 300(CR)[止水ゴム付]

 2-排水パイプ 50A× 3000(PVC)[導水用]

 4-排水パイプ継手バンド 50A用(SUS304)

 6-排水パイプ固定金具   50A用(SUS304)

 2-排水パイプカフス     50A用(EPDM)

 2-排水パイプ継手管     50A用(SUS304)

 2-端部ジャバラ蓋 

(ポリエチレンフォーム)

1
00

1250<1050>

1
00

(
製
作
幅
)

1250<1050>

A2P4P3P2P1A1 P5

配 置 図

40

30
30

左側＜右側＞

3

 2-ゴム板 511×3×390(CR)3

5
11

2
39

100

200

50 100 50

200

400

10

t=3

20.00 
%

2
50

75
1
00

75

M8x70
(1-UN,1-W付)

3

BOLT M8x30
(1-UN,1-W付)

30

D

D

1

20

寸切BOLT M8x20
(1-UN,1-W付)

防塵フォーム詳細図排水パイプ詳細図排水パイプ

金具詳細図 S=1:20

 4-PL  40× 6× 194

 4-PL 120× 6× 250

 8-寸切BOLT M8×20(1-UN,1-W付)

 8-BOLT     M8×30(1-UN,1-W付)

 4-PL  25× 3.2× 230

 4-PL  35× 3.2× 300

 2-PL  40×3.2×1080

 2-PL  40×3.2× 880

24-                  M8×70(1-UN,1-W付)

【P1,P2,P5共通鋼材数量】

 4-PL  25× 3.2× 210

75
1
00

75

2
50

2020

40

25 70 25

120

75
1
00

75

2
50

2020

40

257025

120

25 70 25

120

44
1
00

50

40

1
94

257025

120

44
1
00

50

40

1
94

75
1
00

75

2
50

5010044

194

50 100 44

194

4 4

1080

40

9090

40

6x150=900

5x150=750

880

65 65

26-                  M8×70(1-UN,1-W付)

50

 4-PL  35× 3.2× 194

25 25

75
1
00

55

2
30

75
1
00

35

2
10

35

44
1
00

50

1
94

35

1
50

1
00

50

3
00

50 100 50

200
200

400

20

390

2
40

2
90

50

75
1
00

65

50 60 60 50

220

20

220

20

 2-ゴム板 220×3×290(CR)2

t=3

D - D S=1:20

75
1
50

75

50 100 50

200

3
00

3

   現地調査の結果、コンクリート面に不陸や欠損がある場合、

   あるいは桁遊間内の既設物の設置状況によっては施工不可とし、

   別途止水構造を検討するものとする。

・流末処理は伸縮装置補修工 詳細図(2)を参照

6. 新設するナットは、ゆるみ止めナットを使用すること。

 1-防塵フォーム（100×100）L=1250

 1-湿式止水材　7950

 　　　　　　　　　　　　　L=1050

【伸縮装置補修工　Ｃ　材料数量】

伸縮装置補修工　詳細図（1） S=1:50

区　分 単　位 数　量 備　考

C（夜） 箇所

【伸縮装置補修工　数量表】

P1,P2,P5

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東 日 本 高 速 道路 株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

伸縮装置補修工　詳細図（1）

信和設計株式会社

図　示
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5
40

断面図

平面図

1
10
0

側面図

L4

S1

1
75

1
30
2

1
25

1
75

"b"

2
00

3
30

2
30

500 6x1000=6000 599.5

S1
S1 S1

135 550

L1
L2

L3

385

5
00

1
75

75
75
1
25

1
75

3.00%

314.575

389.5

314.5 75

389.5

2
03

1
03
5 1
23
8

30

610.5 805 385

A - A B - B

1238

203

1
00
0

2.00%

600 353

1253

S2 S2

L1

1238

203

2.00%

600 353

1253

S2 S2

L43
50

4
50

2
50

300 300

S1 S1 S1 S1

L1

L2 L3

L4

30 30

A

A

B

B

材料:

1-フレキシブルチューブ(50A)x4020(SUS304）

1-フレキシブルチューブ(50A)x5000(SUS304）

1-フレキシブルチューブ(50A)x1460(SUS304）

1-フレキシブルチューブ(50A)x1840(SUS304）

2 - バルブソケット 50A(SUS304）

4 - ニップル(50A)(SUS304）

 9 - S1

 4 - S2

S1

上り線P1,P2,P5

1000 16
5000

16 1246

213

250

14
6

75

"a"

146

146

75

ニップル（50A）ねじ込み ニップル（50A）ねじ込み

S1 S1 S1 S1

S1
S1

S1 S1

600

3. 排水流末部は現場調査後に製作のこと。

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注記

4. 新設するナットは、ゆるみ止めナットを使用すること。

起点側

終点側A B

A B

2. SS・SM材は溶融亜鉛メッキ処理を施す。膜厚は

   JIS H 8641 HDZT77とする。ただしボルト類はHDZT49とする。

支持金具 縮尺 1:25

製作数:9<4>

S1

4

2-15x32長孔(CONN PL側)
2-φ15孔(バンド側) 2-φ15孔

30
40

30 1
00

3030

6073.560

193.5106.3
<42.8>

5050

100

97
6

97

50
1
00

50

2
00

2-15x32長孔
打ち込み式アンカー M12 6

160.3

<96.8> 36.8

203

<139.5>

96.8

2-PL 100x6x229(SM400A)

1-PL 100x6x161<97>(SM400A)

1-PL 100x6x200(SM400A)

2-BN M12x35(2-W付)(U-ナット付)

2-BN M12x40(2-W付)(U-ナット付)

2-打ち込み式アンカー M12x100(U-ナット付)

< S2 >

φ
63

6

6

"a"部詳細 縮尺 1:12.5

塩ビ溶接

フレキシブルチューブ

バルブソケット 50A

20

82.512
10

65.2

190

φ
165

バルブソケット詳細 縮尺 1:5

製作数:2

70

70

106

66 12 5 23

5
9.
6

(50A;塩ビ継手)

"b"部詳細 縮尺 1:12.5

製作数:2

フレキシブルチューブ

ニップル（50A）

フレキシブルチューブ

6
3

66

25 2516

(SUS304）

Ln

フレキシブルチューブ詳細 縮尺 1:12.5

L1

LL0

LL1

4014

4020

L2

5000

5000

L3

1459

1460

L4

1833

1840

LL0

1-フレキシブルチューブ(50A)xLL1(SUS304） コニオン 50A

(SUS304）

コニオン 50A

(SUS304）

ニップル（50A）:L1～L4

ニップル（50A）:L1,L2

バルブソケット 50A:L3,L4

65.2

ニップル
1 1 1 1（50A）

バルブソケット
- - 1 1   50A

伸縮装置補修工　詳細図（2）

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

伸縮装置補修工　詳細図（2）

信和設計株式会社

図　示

S=1:50 S=1:50
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交通規制工　詳細図（1）

路肩

走行車線

追越車線

【横浜横須賀道路】　走行規制（２車線区間　：　夜間）

200~300m

作業箇所

車線規制　A1（夜）

可能な限り

100ｍ以上取る

流
入

ラ
ン

プ

可能な限り

100ｍ以上取る

お礼看板

安全太郎

標識車（貸与品）交通監視員

標識車(受注者所持)
安全太郎

100m 100m 500m

1,500m

200m200m140m60m 200m

回転灯

回転灯

概ね

テーパー部

矢印板11枚

（20ｍ～30ｍ間隔）

※テーパーはできる限りとること

［夜間の場合は矢印板と矢印

板の間にデリネータ付ラバーコーン

を設置］

防護車両

交通監視員

200~300m
テーパー部

矢印板11枚

（20ｍ～30ｍ間隔）

※テーパーはできる限りとること

［夜間の場合は矢印板と矢印

板の間にデリネータ付ラバーコーン

を設置］

ラバーコーン等（10ｍ～20ｍ）間隔

作業箇所　ラバーコーン10m間隔

100m以上

TN

100m以上
トンネル内は昼夜問わず

デリ付きラバーコーンを使用する

※後尾警戒車の配備

後尾警戒車はテーパー先端から 概ね2000m手前に配備する。 

標示内容

合流看板

※5

80

※5

80
交通監視員

交通監視員

交通監視員

交通監視員

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東 日 本 高 速 道路 株 式 会 社 　関 東 支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

交通規制工　詳細図（1）

－

－

数量表 1回当たり

（※）発炎筒は設置・撤去各3本の使用を基本とする

名称 数量 単位 備考

予告標識 15 枚 貸与品

矢印板 必要数 枚 貸与品

ラバーコーン 必要数 本 貸与品

標識車 2 台 貸与品

保安ロボット 2 台 貸与品

標識等安全施設

（標示板）
2 枚 貸与品

標識等安全施設

（保安灯）
必要数 本 貸与品

標識等安全施設

（回転警告灯）
2 台 貸与品

防護車両 1 台 受注者持ち

標識車
（後尾警戒車）

1 台 貸与品

発炎筒（15分） 12 本 テーパー設置撤去
受注者持ち（※）

発炎筒（5分） 24 本
中分予告標識設置撤去

受注者持ち（※）

      本線の速度規制標識「80」は布等で隠す

名称 数量 単位 備考

交通監視員

（テーパー部）
1 人

第一テーパー
交通監視員

（規制内巡回等）
1 人

交通監視員

（テーパー部）
1 人

第二テーパー

交通監視員

（工事車両出入口）
1 人

交通監視員

（施工箇所）
1 人

交通監視員

（規制内巡回等）
1 人

38    39
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交通規制工　詳細図（2）

路肩

走行車線

追越車線

【横浜横須賀道路】　追越規制（２車線区間　：　夜間）

200~300m

作業箇所

車線規制　A２（夜）

流
入

ラ
ン

プ

お礼看板

交通監視員

100m 100m 500m

1,500m

200m200m140m60m 200m
概ね

テーパー部

矢印板11枚

（20ｍ～30ｍ間隔）

※テーパーはできる限りとること

［夜間の場合は矢印板と矢印

板の間にデリネータ付ラバーコーン

を設置］

防護車両

TN

※後尾警戒車の配備

後尾警戒車はテーパー先端から 概ね2000m手前に配備する。 

標示内容

合流看板

80 80

標識車
安全太郎

回転灯

標識車

100m以上
トンネル内は昼夜問わず

デリ付きラバーコーンを使用する

ラバーコーン等（10m～20m間隔）

作業箇所ラバーコーン10m間隔

交通監視員交通監視員交通監視員 交通監視員

横 浜 横 須 賀 道 路
氷 取 沢 高 架 橋 橋 梁 補 修 工 事

縮 尺

設計会社名

事 務 所 名

図面の種類

図 面 番 号

東日 本 高 速 道 路株 式 会 社 　 関 東支 社

京 浜 管 理 事 務 所

施工会社名

交通規制工　詳細図（2）

－

－

数量表 1回当たり

（※）発炎筒は設置・撤去各3本の使用を基本とする

名称 数量 単位 備考

予告標識 15 枚 貸与品

矢印板 必要数 枚 貸与品

ラバーコーン 必要数 本 貸与品

標識車 1 台 貸与品

保安ロボット 1 台 貸与品

標識等安全施設

（標示板）
2 枚 貸与品

標識等安全施設

（保安灯）
必要数 本 貸与品

標識等安全施設

（回転警告灯）
1 台 貸与品

防護車両 1 台 受注者持ち

標識車
（後尾警戒車）

1 台 貸与品

発炎筒（15分） 6 本 テーパー設置撤去
受注者持ち（※）

発炎筒（5分） 24 本
中分予告標識設置撤去

受注者持ち（※）

      本線の速度規制標識「80」は布等で隠す

名称 数量 単位 備考

交通監視員

（テーパー部）
1 人

交通監視員

（工事車両出入口）
1 人

交通監視員

（施工箇所）
1 人

交通監視員

（規制内巡回等）
2 人
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